体　育　科　学　習　指　導　案
京都市立○○小学校　2年  組（男子  名，女子  名，計  名）
平成１７年  月  日～  月  日　５時間計画　 場所　体育館　     指導者　○○○○
１　単　　　元　　リズムあそび
２　運動の特性

軽快なリズムの音楽にのって踊ることを楽しむ運動である。

３　子どもの実態
　　・1年生の音楽の時間にかもつれっしゃなどの歌遊びをしたときは，ほとんどの子が楽しんで踊っていた。
　　・曲に合わせて先生のまねをして踊ることはできるが，自分たちで動きを考えたり工夫したりして踊ることは苦手である。
　　・まわりを気にして，歌ったり踊ったりすることを恥ずかしいと思っている子が多い。
・どうしたらいいか分からなかったり，恥ずかしかったりして踊れない子がいる。

　　・教師や友達から認められたり，誉められたりすることをとても喜ぶ。
　　・友達同士で声を掛け合ったり教え合ったりすることは，他の単元でも大切にしてきた。
４　子どもから見た特性
	いろいろな曲でリズムにのって弾んで踊ったり，友達と一緒に踊ったりして

楽しむ運動である。


　
５　学習のねらいとみちすじ

（１）ねらい　　いろいろな曲でリズムにのって弾んで踊ったり，友達と一緒に踊ったりすることを楽しむ。
　（２）みちすじ
　　　　ねらい１　いろいろな曲のリズムにのって全身で弾んで踊ることを楽しむ。
　　　　ねらい２　友達の踊りを取り入れながら，曲のリズムにのって踊ることを楽しむ。
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	時間
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価
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	技
	評価の視点

	は

じ

め

15

分
	・学習のねらいとみちすじを知り，学習の進め方や学習カードの使い方を知る。

・楽しく学習するための約束を，話し合う。

　＊ふざけない

　＊笑わない

　＊恥ずかしがらない

　＊友だちのじゃまをしない
	・リズムあそびの楽しさや，どうすれば楽しく行えるかを話す。
・安心して学習を進めていけるように，学習の約束は，はじめの時間に確認する。

・弾んで踊れる軽快なリズムの曲を５曲準備する。
	
	
	
	

	なか30

分

・

45

分

×３

・

35

分
	ねらい１

いろいろな曲のリズムにのって全身で弾んで踊ることを楽しむ。
○みんなでリズムにのって踊る。

・縦にゆする　・横にゆする

○つれ合う，向き合う，見せ合うなどして友達ののりを参考にして踊る。
ねらい２

友達の踊りを取り入れながら曲

のリズムにのって踊ること楽し
む。
○自分たちのオリジナルの踊りを工夫する。

・ゆすりながら腕を振る。

・ゆすりながら手拍子をする
○励まし合ったり，よいところを見つけ合ったりする。

○自分や仲間のよさに気付き認め合う。
	・おへそをゆするとのりがよくなることを感じとらせる。

・友達ののりを参考にしてもよいことを知らせる。

・のり方を工夫できているか観察し，できていない子には一緒に踊ったり友達の踊りを見せたりして工夫の仕方に気付かせる。

「ぴょんぴょんとんで踊ろう」
「回ってみよう」

「おへそをゆすってごらん」

「のってるね」

「先生や友達のまねをしてもいいよ」

「それでいいんだよ」

・小さな工夫も認めて自信をもって踊れるようにする。
	○
○
○
○
	○

	○
○
	学習の約束を守ろうとする。　（観察）
いろいろな曲のリズムにのって踊ろうとする。　　（観察）
全身で弾んで踊ることができる。
（観察・相互評価）
動きの数を増やしながら踊っている。
　　　　　（観察）
友達の踊りを進んでまねしようとする。
（観察）
グループで仲よく楽しく踊ろうとする。
（観察）
全身で弾んで踊ることができる。

（観察・相互評価）

	ま

と

め10

分
	みんなと仲よくダンスの学習が楽しめたか振り返る
・自分のよさを知り自信をもつ。
・一人一人のよさを認め合う。

・みんなと一緒にスポーツを楽しむことの大切さや気持ちよさを知る。
	・一人一人のよさやがんばりをみんなに返し，お互いのよさを認め合うとともに，みんなと一緒に運動を楽しむことの大切さや気持ちよさをおさえる。
	○
	
	
	自分や友達の活動を振り返り，工夫や努力したことを大切にしようとする。

（観察・相互評価）




６　学習活動と指導・支援（４５分×５）　　　　　　　　　　　　　　　　　（本時　第４時）

７　本時のねらい

友達の踊りを取り入れながら，曲のリズムにのって踊ることを楽しむ。

８　本時の学習活動と指導・支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４時
	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価

	はじめ５分
	・ラジカセなどの準備をする。

[image: image1]
・本時の学習内容を知る。
	・場の安全を確かめる。

・音が聞こえるように置き方の声かけをする。
・楽しく学習するための約束を確認する。
	

	なか

35

分
	ねらい１の活動をする
○リズムにのって踊る。
・縦にゆする。

・横にゆする。

・腕をふる。　
ねらい２の活動をする
○自分たちのオリジナルの踊りを工夫する。

・ゆすりながら腕を振る。
・ゆすりながら手拍子をする。
・大きく腰を振る。

・大きく弾む。
○励まし合ったり，よいところを認め合ったりする。
○友達の考えた踊りをまねしたり自分の踊りに組み合わせたりする。
	・「よくのってるね」「かっこいいね」「それでいいんだよ」と言葉かけをし，自信をもたせる。
・恥ずかしくて踊りにくい子のそばへ行き，一緒に踊る。
・友達と一緒に踊って，動きの数が増えるとより楽しく踊れることを伝える。
・のり方を工夫しにくい子には，今までののりでいいことを伝え，友達ののりを参考にしてもよいことを知らせる。
・小さな工夫も認め，自信をもって踊れるようにする。
・友達のよいところを見付けたり，励まし合ったりするようなかかわりを拾い上げ，みんなに広げる。
	＜関＞

リズムにのって踊ろうとする。

（観察・ノート）
＜思＞

動きの数を増やしながら踊っている。

（観察・ノート）

	まとめ５分
	みんなと仲よくダンスの学習が楽しめたか振り返る
・自分のよさを知り，自信をもつ。

・友達の工夫を見付け，一人一人のよさを認め合う。

・みんなでやるから楽しいことを知る。
	・一人一人のよさやがんばりをみんなに返し，一人でするよりみんなで一緒にのって踊った方がよりよくのれることに気付かせ，それがスポーツにおいて大切なことをおさえる。
	


 【参考】  授業で使用した曲   ①以心電心（ORANGE  RANGE）
 ②ﾏﾂｹﾝｻﾝﾊﾞⅡ（KEN  MATSUDAIRA）  ③フェスティボ   ④バサラ  ⑤HIP  HOP ５










